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　志賀原発の北約9kmに位置する富来川南岸断層は、活動すれば原発に重大な影響を与えると考えられます。

　日本科学者会議石川支部、原発問題住民運動石川県連絡センター、原発問題住民運動能登地域連絡センター、原発を考える石川女性の会(以下、「4団体」という)は2012年春以来、富来川の北岸と南岸の海成中位段丘において調査・解析を行い、富来川南岸断層の存在と更新世後期における活動性を裏付ける調査結果を得ました。この結果はすでに原子力規制委員会に、3回にわたって報告しています。

　2013年1月には、4団体の調査で富来川南岸の巌門と牛下において標高34～42mで海成の堆積物を認めたことを報告しました。富来川北岸の八幡では海成堆積物は標高約20mにあり、このことは北陸電力も認めています。この標高差をもたらしたものは、志賀原発から北約9kmの、富来川の南にそって走っていると想定されている富来川南岸断層が活動したことによると推定するのが、最も合理的であると指摘しました。
　2013年12月には、4団体による志賀原発敷地西方と原発北2kmの福浦新燈台下の岩石海岸の調査をふまえた報告書を提出しました。志賀原発敷地西方海岸に数多く分布する「線状構造」について、走向や長さなどの測量と観察、スケッチなどを行った結果、鏡肌や条線を認めるなど、これらが断層であることを明らかにしました。さらに、福浦新燈台下の岩石海岸に分布する断層群の測量と観察により、①福浦新燈台下の海岸は、志賀原発敷地西方の海岸に比べて、断層の密度が高く破砕が進んでいること、②断層の延びの方向の違いなどから、志賀原発敷地およびその西方海岸周辺のブロックと、福浦灯台周辺のブロックの間に小規模な断層が存在し、それぞれのブロックが異なった破砕を被った可能性があること―などを明らかにしました。
　2014年4月には、志賀原発の北8kmの富来港から同原発の南4kmの志賀町小浦にいたる岩石海岸に分布する海食ノッチの調査結果を報告しました。ここでは、①岩石海岸の各地で、2段の海食ノッチが認められること、②高位のノッチも低位のノッチも、南から北に向かって高度を上げており、高位のノッチはその傾向をいっそう強く示していることを明らかにしました。これらのことは、富来川南岸断層が12～13万年間、継続的に隆起してきており、しかも、約6000年前の縄文海進期にできたと思われる低位の海食ノッチも高位のノッチと同様に北に向かって高くなっていることから、継続した隆起運動が約6000年前以降も同じように続いていることを明確に示しています。
　2014年4月以降には、富来川の北岸にある風無港と西海港にある海食ノッチの調査を行い、志賀原発の南4kmの小浦から北8kmの富来港に向かって高度を上げてきた海食ノッチが、富来川をはさんで一転して高度が下がっていることを明らかにしました。
2007年能登半島地震においては、産業技術総合研究所と金沢大学、福井大学などの複数のグループがそれぞれ独自に海岸の上下変位を測定し、震源断層に向かって南から北に隆起量が次第に大きくなり、断層を挟んで一転して沈降するという現象を認めました。こうした上下変位は、能登半島地震の震源域の海成中位段丘面の高度変化とよい一致を示し、能登半島地震と同様の地震の繰り返しによって地盤が隆起することによって、現在の海成中位段丘面の標高分布を形づくったことを示しています。
4団体による海成砂層の標高分布、海成ノッチの高度変化の調査結果は、富来川をはさんで同様の地形変動が起こったことを明らかしており、富来川南岸断層が明らかに活断層であることを示すものです。
　原子力規制委員会が2014年3月24日に行った志賀原発の活断層問題に関する評価会合でも、「2007年能登半島地震をはじめ、1892年にはかなり近くで地震が起こっている。兜岩沖断層、碁盤島沖断層の活動性の評価、ずれがどうなっているかの評価が重要だ。大きな目で見た時、どのくらいの規模の地震が起こり得るかを考える上で、近傍の断層について検討する必要がある」(藤本委員)、「富来川南岸断層、酒見断層などについても、検討したデータがあれば、提示してもらいたい。敷地内断層と周辺の断層の関連性はどうなのか」(廣内委員)との指摘が出されています。
　北陸電力は、敷地内断層、富来川南岸断層、福浦断層、海岸の断層群のいずれも、原発サイトに耐震安全上の影響を及ぼすものではないと評価していますが、北電の調査はあまりにずさんであり、科学的にまったく成り立たない議論を行っています。
　今月6月10日に行われた石川県・志賀町議会原子力発電所対策特別委員会の終了後、委員長が「北陸電としては活断層でないとしたいだろうが、町民の安全安心を考えたら、それをそのままうのみにするわけにはいかない」と語ったと報じられています(朝日新聞、2014年6月11日)。
東京電力・福島第一原発事故をふまえて、原子力規制委員会は新規制基準を2013年7月8日に施行しました。新規制基準は、志賀原発を含む既存の原発にも適用(バックフィット)するとしています。バックフィットにあたって、それぞれの原発サイトの耐震安全性評価にかかわって、活断層および基準地震動の洗い出し作業が行われますが、富来川南岸断層、福浦断層、敷地内断層、海岸の断層群が存在し活動していることをふまえて基準地震動を再検討されなければなりません。
　上記のことをふまえて、あらためて以下のことを貴職に要望します。誠意ある対応を求めます。

記

1, 4団体の「石川県･富来川南岸断層、福浦断層、志賀原発敷地周辺の断層群に関する調査報告」「北陸電力･志賀原子力発電所の周辺海岸に分布する海食ノッチの調査結果【速報】」をふまえて、原子力規制委員会として、富来川南岸断層について科学的で国民の納得が得られる調査を行うこと。北陸電力にも信頼に足る調査を実施させ、公表させること。

2, 原発の新しい安全基準の作成をふまえたバックフィットにあたって、富来川南岸断層の活動もふまえて志賀原発の基準地震動を再検討すること。

3, 4団体の「石川県･富来川南岸断層、福浦断層、志賀原発敷地周辺の断層群に関する調査報告」、「北陸電力･志賀原子力発電所の周辺海岸に分布する海食ノッチの調査結果【速報】」に関して、原子力規制委員会としての説明聴取と、更新世後期における活動性を裏付ける調査結果を得た露頭などの現地見学を行うこと。また、これらの露頭などについて、北陸電力も同席のもとで検討会を行うこと。

以上
